
危険物安全週間における取組みについて

88

１　はじめに
　泉州南消防組合では、危険物安全週間における取組みとして、各種広報活動、職員研修、管内事業所との合同訓練な

どを実施しています。危険物の適正な取扱いと事故防止に徹底を期すため、今年度の新たな取組みとして、給油取扱所

におけるガソリン容器の販売状況調査やポスター等の掲示を行うことで、ガソリンによる放火犯罪の防止に努める活動を

実施しました。

２　ガソリン放火防止運動
　近年、京都市アニメ制作会社火災や大阪市北区ビル火

災など、ガソリンを使用した多数の方が犠牲となる放火

犯罪が後を絶たず、ガソリンの容器販売を自主的に控え

る給油取扱所も増加していることから、容器によるガソ

リンの購入を希望する顧客と給油取扱所との間でのトラ

ブルも散見されます。このような背景を踏まえ、今年度

より、管内給油取扱所を対象としたガソリン放火防止運

動を開始しました。

　この運動は、給油取扱所でのガソリン容器販売時の本

人確認等が適正に実施されているかの調査を行うほか、

容器販売の状況が一目で分かるよう、販売状況に応じた

ポスターの掲示を行うとともに、警察署と連携した啓発

ステッカーを貼ってもらうことで、給油取扱所の法令遵

守意識の向上、ガソリンによる放火犯罪の防止を目的とするものです。

　併せて、各給油取扱所でのガソリンの容器販売状況をリ

スト化し、問い合わせがあった際に販売可能店舗を住民の

方々に案内するなど、顧客と給油取扱所とのトラブル防止を

図りつつ、適正なガソリンの容器販売を目指すものです。
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３　管内事業所との合同訓練
　当消防組合管内にある関西国際空港は、特定屋外タンク等多数の危険物施設があり、石油コンビナート等災害防止法

に定める特別防災区域にも指定されていることから、開港以来、毎年、関係機関との合同訓練を実施しております。

　今年は、紀伊半島南部沖を震源とする震度６強の内陸活断層型地震が発生したと想定し、負傷者救護訓練、危険物漏

洩処置訓練、タンク火災消火訓練を実施しました。

４　廃止危険物施設を利用した職員研修の実施
　当消防組合では、令和４年度から予防事務担当者以外

の職員も立入検査を行う警防査察を開始するなど、立入

検査体制の拡充に努めるほか、職員の立入検査に対する

知識及び技術の向上を目的とした、危険物施設立入検査

研修を行いました。

　研修では座学講習を行った後、危険物施設がどのよう

な施設か目で見て知ってもらうために、管内事業所の協

力のもと、廃止となった危険物施設を利用した模擬検査

研修を行いました。

　研修後のアンケートでは、「実際の危険物施設を利用し

た模擬検査を行うことで、立入検査のイメージがつかめ

た」と好評でした。

　今後も立入検査をはじめとする査察力の向上に努め、危険物施設の法令遵守意識の向上及び保安体制の確立を図り、

危険物災害ゼロを目指していきます。
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５　危険物安全週間中の広報
　管内３市３町のコミュニティバスや関西国際空港の道路情報掲示板に、令和５年度危険物安全週間推進標語を掲出する

ほか、身近にある危険物への安全意識の向上を目的としたポスターを掲出し、広い世代に向けた啓発活動を行いました。

６　おわりに
　近年、危険物施設は減少傾向ですが、危険物関係の事故は後を絶たない状況であり、危険物の取扱いにはより一層慎

重になる必要があります。

　当消防組合では、危険物安全週間を中心に、危険物施設保有事業所のみならず、住民の方々に向けても広く啓発活動

等を実施し、危険物の適正な取扱いに万全を期していきます。
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